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着任のあいさつ

暑さ厳しき折柄、社団法人町団法人会の皆様方

には、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

私は、このたびの人事異動で荒巻前署長の後任

を命ぜられ、絢削I税務署からまいりました大西啓

夫でございます。荒巻前署長同棟よろしくご協力

の程お願い申し tげます。

承ると ころによ りますと、 IHJ団法人会は昭和55

年 8月の社団化に伴い、その事業活動はいよいよ

隆盛を極め、管内の 7地区22支部において、更に

は尊門部会としての青年部会、婦人部会及び源泉

部会において、斬新にして的確な事業活動を展開

されており、その結果として 58年6月末現在の会

員数は全法人の約77パーセントに当たる2460社に

ものぼり、東法連傘下中第 3位という輝かしい成

果をあげておられるとのことですが、私共にとり

まして誠に心強い限りでございます。これもひと

町田税務署長

大西啓夫

ります。

ところで、最近の我が国を取りまく経済情勢は

内外と もに厳しく 、また、財政再建に対する国民

の要望も一段と強まりを見せており、これに伴い

税務行政に対する国民の期待と関心は極めて高い

ものがあります。

私共は、このような環境のもとにおきまして、

不正な納税者に対しては厳正に対処することはも

とより、誠実な納税者の方々に対しては信頼関係

を一層深め、適正公平な課税の実現に向けて努力

を傾注する覚悟でありますが、そのためには、法

人会の皆棟方のご協力は不可欠のものであり、こ

れまで、以上にお互いの連携を密にし 、誠実な納税

者の育成のために頑張って行きたいと念じており

ますので、皆様方のより 一層のご理解あるご協力

をお願い申し上げます。

えに三橋会長さんはじめ役員のかたがたのなみな 終りに、 IIIJ団法人会の益々のご発展と会員の皆

みならぬ熱意と、会員の皆様方の税務に対する深 棟方のご健勝、事業のご繁栄を心から祈念致しま

いご理解の賜であり、深く敬意を表する次第であ ，して、着任のごあいさつと致します。

町田税務署定期異動発令

町田税務署、幹部の定期異動が、去る7月12日

付で発令になりました。

当会の事業活動にま た組織編成に公務ご繁忙の

処を積極的にご支援とご指導をI頁きました 、荒巻

署長さんはじめ幹部の方々の異動が発令になり、

荒巻署長は国税庁、長官官房企画課に、法人部門

西野第二統括官には国税局へ、また法人の皆様に

一番関係の深かった、真龍指導官は保土 ヶ谷税務

署へそれぞれご栄転になられました。

ご転出になられた各位の法人会に寄せられまし

たご厚意に対して衷心より感謝申し上げる次第で
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ございます。
ひろ

荒巻署長の後任として掛町税務署より、大西啓

夫署長が着任されました。

法人部門第二統括官として有国四郎氏が平塚税

務署より、真龍指導官の後任として会津隆行氏が

麻布税務署より 指導官として着任されました、新

しくご赴任の各位には前任者に倍してのお力添え

をお願い申しあけ、る次第でございます。

なお大西署長よりご着任のご挨拶をT頁きました

ので、本号に掲載してご報告致します。



皆様に直接関係のある

町田税務署幹部職員のご紹介

》

塩井副署長 新しく着任された

剣持総務課長

法人税・源泉所得税第一部門

百々統括宮

新し く着任された:ハ 法人税・源泉所得税第二部門

有国統括官

新しく着任された

法人税第一部門

会津指導官

O O 

533議議i選議議議議議員長言語議議533
523黙警告黙黙然祭器35君祭器35335祭533

一明I国税務署長に赴任された- 大西啓夫氏一
「赴任当日、 町田駅に着いてデPパー トが集中し、

活気に溢れているのに先ずピック リ、さらに聞け

ば買物客も遠く厚木 ・川Ih奇方面からも出かけてく

ると聞いて二度ピック リ」と |町田の第一印象を語

る。これまでの勤務地が国税局を含めて都区内と

神奈川県の横浜周辺が主であり、多摩地区は初め

ての勤務で予備知識も殆んどなかっただけに強烈

だったらしい。

。税務の仕事は調査、指導、相談および広報が

柱にな っているが、 「究極の目的は適正な自主申

告を確保することにある。そのためには地方公共

団体との協調と関係民間団体との連携を強めるな

ど、それぞれご協力をT頁きながら、全署員が一体

となって全力投球して参りたい」と抱負の弁。

柔和な表情の中にも慎重に言葉を選びながら話す。

。着任にあたって全職員に身心共に健康で明る

い気持ちで仕事をしてゆくよう改めて呼びかける

と共に「当然のことながら公務員として姿勢を正

し、信頼される税務行政に向って努力していこう」

と強調したという 。

モットーは「梱手の身になって人間的なふれ合

いを大切に」を信条にしている。

。趣味は音楽、スポーツ、将棋と多く、とくに

スポーツは球技が好きで、 小はゴルフから大はボ

ーリングまでと幅広い。

ご住いは横浜市に好子夫人、長女夫妻、孫の五

人家族、入局以来間税一筋で¥51年に保土ヶ谷署

の副署長、再び国税局間税部の統括官、特別調査

官を経て鯛町税務署副署長に、55才、東京上野出

身。

(この記事は武相新聞より転載)
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社団法人町団法人会、第 3回通常総会が昭和58

年5月27日千寿閣において、大下町田市長はじめ

町田税務署より署長並びに幹部の方々、東京税理

士会町田支部長、商工会長及び衆議院議員伊藤公

介氏他多数のご来賓を迎え、会員100余名の出席の

もとに盛大に開催されました。

終って来賓各位よりご鄭重なご祝辞を賜りまし

た、各位のご祝辞を掲載いたすべきのところ紙面

の都合により割愛させてT頁き荒巻前署長のご祝辞

を掲載してご報告いたします。
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、ー 挨拶

本日第三回通常総会を開催致しました処、町田

税務署荒巻署長様始め、ご来賓並びに法人会の皆

様には月末ご多忙の折ご遠路お運びをT頁きまして

誠に有難うございました。

当会の運営につきまして税務当局並びに役員の

皆様には多大なご支援ご協力を賜り心より御礼を

申し上げます。

社団法人発足以来三年目を迎え、会の発展も誠

に目覚しいものがあり、かねてより重点施策とし

ての会員増強と加入率の向上、広報、研修、厚生

等、事業の充実と税務教育の拡大など組織の活用

を図り、会員の利益、メリ ット作りに遁進いたし

ました。

57年度会員増強運動におきましでも組織委員会、

会員増強特別委員会の皆様には数ヶ月の日数を犠

牲にされて多大な成果を収められたのであります。

東法連57年度の会員増強実績表によりますと、

町田法人会は46法人会中第 3位、 加入率76.1%と

(社)町田法人会会長

三橋忠正

して東法連第 5回通常総会に於て受賞の栄に浴し

ました。尚、増強運動個人表彰に於きま しでも 5

名の方々が受賞されました。この様に本日皆様に、

ご披露出来ます事は皆様ともどもご同慶の至りで

ございます。

当会と致しましでもこの方々のご努力に対し、

功労顕彰を申し上げその大きな功績を讃えたいと

思います。尚、この感謝の記念として荒巻署長様

ご自身の作によります持製の色紙の贈呈がござい

ます。ご披露申し上げ、御礼申し上げます。

今後共、 増強運動につきまして皆様の格段のご

支援を賜ります様お願い申し上げます。

各部会、各委員会の活動状況については次の議

案内容をご覧載き、ご理解賜れば幸甚です。

終りに、ご来賓並びに会員の皆様のご指導とご

協力に対しまして重ねて御礼申し上げ皆様の益々

のご精進とご発展を祈念いたしまして私の挨拶と

いたします。
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、ー あいさつ

本日は、 (社) 町団法人会の第 3回通常総会に

お招きをいただき 、ま たお祝いのこと、ばを申し述

べさせていただく 機会を得ま したことを、大変光

栄に思っております。

本日、お集まりの皆様方には平素から税務行政

に対し 、深いご理解とご支援を賜り、厚く御礼申

し上げます。

まず始めに昨年度の収支決算、 58年度の事業計

画等につき、慎重にかつ熱のこもった審議を続け

られ、全て原案通り承認されましたごとに対し、

心からお祝い申し上げます。

今年はこの総会において役員の改選が行なわれ

た訳でありますが、社団化以来、長期にEってご

活躍されました旧役員の皆棟、大変ご苦労様でし

た。

皆様方のご努力で昨年には婦人部会の発足 を見、

また会員増強運動も大きな成果をあげ、・東京法人

会連合会46会のうちで第 3位76.1%の力[1入率 を誇

るすばらしい会に成長されました。

これも皆様方の努力の賜物と思っております。

これからも会に対する良き助言者とし で、ご活

躍されることをお祈りいたします。

会長さん副会長さんを初め、号|続き役員を務め

られる皆様、また新たに役員になられた皆機には

これまで諸先輩の造られた立派な成果の上にた っ

て町団法人会を益々素晴らしい会にしていただき

たいと思っております。

それにつけても、先程の事業計画の中で触れら

れていましたように今年も組織の強化とともに様

々な公益的な事業を計画しておられますことは、

私共としては大変心強いことであります、。

またご自身の事業と公益的会活動の双方に尽力

されている皆様にこの場をお借りして心から敬意

を表させていただきたいと思います。

さて法人会活動は、そもそも会員の皆様方によ

町田税務署長

荒巻健二

る皆様方のための自主的な活動でなくてはならな

いものと思います。

従って、会員の方々のニーズを適確に把握し、

しかもそれを適切に会活動に反映させていくとい

うことが重要にな ってくると思います。

ところが最近、加入法人が1万を超えるという

会がありますが、 町団法人会においても、 加入率

76.1 %という数字が示すよう加入法人が急増して

おり、これまでのように本部主導という形で改革

が進められていきますと、個々の会員まで下りて

いってその要望を吸いあげて会活動に反映さ せて

いくという法人会本来の姿が、なかなか進められ

ないこととなります。

そこで先程、会長さんから紹介がありましたが

昨年、東京国税局の剣持法人税課長の「法人会の

会務運営の手ヲIJがしめされ、これに多くの法人

会が賛同され、組織の編成強化が進められている

訳であります。

(社)町団法人会におきましでもこの問題に早

速取り組まれ、例えば町田南地区において、いち

早く班組織を編成されておりますし、他の地区に

おきましでも支部を増やしたり、班編成の方向で

組織の強化に大変熱を入れられておりますが、組

織の強化は、新役員の方々にとりまして今年以降

大きな課題になるものと思われます。

是非、これからも会員のための法人会づくり、

それに組織強化への方向に進んでい っていただく

ことを期待しております。

本日ご出席の皆様を中小企業とお呼びすること

は大変恐縮でございますが、よく中小企業の盛衰

は、経営者個人の能力次第と言われております。

経営者の如何がその企業の将来に対して持つ意味

が非常に大きなものだと一私は門外漢でございま

すが いうことであります。

私はその経営者の能力を更に高める場として法

7 -



人会があり、法人会活動がある様な気がします。

例えば、法人会が様々な事業活動をし、皆様がそ

の活動に参加していく中で、ご自身の企業を超え

た巾広い様々なタイプの企業あるいは企業経営者

に出会いそうした方々から失敗談とか成功談ある

いは苦労話を聞かれることがあると忠います。

こうした知識は書物等では到底得ることのでき

ないもので、皆様方が経営を続ける上でヒントを

与え、あるいは将来に向けての洞察力を生むこと

につながるのではないかと思います。

また、同時に会活動を通じて普段の事業とか、

日常生活では得られない人間関係の輪が広げられ

ていくこともあると思います。

直接事業に結びついてくるようなものではない

かも知れませんが法人会活動を通じて、人と人と

のつながり、企業を超えたつながりができ、これ

が地域における皆様方の企業の基盤を強化してい

くものではないかという気がします。

しばしば法人会のメリット論が言われますが、

会活動がこうしたことを通じて会員の皆様方のた

めに役立つということが、やはり一番のメリッ卜

ではないかと思います。

私共の税務行政から見ましでも、会活動は大変

重要なものでございます。

ご承知のように、申告納税制度の中では、個々

の納税者が税に対して知識を有しているか、ある

総会は、司会、杉浦常任理事より、本総会の成

立条件が適法である旨の報告があり、石井目IJ会長

の開会の挨拶に引続いて、社団法人PIT旧法人会の

定款に定めるところにより、三橋会長議長となり

議事に入いる。

1.議事録署名人は、下記 2名を選出する。

町田市忠生 4-9-1 矢巻勤二

町田市原町田 6 -21-24 松津芳太郎

2.議事

第 l号議案昭和57年度事業報告

第 2号議案(イ)昭和57年度収支決算報告

を斉藤総務委員長より報告 (ロ) 会計監査報

告を 監事井上茂留氏より報告

第 3号議案昭和58年度事業計画(案)
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いは税務に対してどのような見方をしているかが

非常に重要になってきます。このため、法人会が

その活動を通じ税務知識の普及、納税道義の高揚

に努めておられるということは、税務の円滑な運

営に大きく貢献しているということが言えます。

また先程、お話がありました、確定申告期間中

広報車を回していただき、確定申告のPRのご協

力を願ったり、また町田は交通機関が一部に片寄

っているため、車を利用される方が多いのですが、

その利用者のために青年部会の皆さんが駐車場の

整理等、交通整理にまでおいでいただいたり、大

変ご協力いただき、さらに親睦会、婦人部会の研

修会にも参加させていただき、青年部会とも親誇

ソフトボール大会を行うなど楽しい想い出を作ら

せていただきました。--

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

私はよく申し上げますが、町田税務署の誇るも

のは絹買な庁舎と協力団体であります。その協力

同体の中でもリーダー的な立場にあられる法人会

(社)町田法人会の益々のご発展をお祈りいたし

ます。

終りになりますが、会員の皆様のご事業の発展

を、またご来賓の方々を含めまして本日ご臨席の

皆様のご健勝をお祈りして私の挨拶といたします。

本日は有り難うございました。

第 4号議案 |昭和58年度収支予算(案)を

斉藤総務委員長より報告があり各議案とも原 d 
案どおり承認可決された。

第 5号議案 任期満了に伴う理事・監事選任

の件については、次のとおり選任し承認可決

された O なお当日緊急理事会が招集され、理

事のE選により、会長、副会長、常任理事も

併せて次のとおり選任された。
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選任された役員

f受 職 氏 名 事業所名 役 職 氏 名 事業所名

理事会 長 三橋 忠 正 (郁三橋宝永堂 理事 小山克己 附三 和

イ〉 副会長 石井 儀 ー 側マ サ ダ ヤ 。 高尾 伸 高 尾 建 設側

4シ 。 鈴木英 正 側鈴 加 。 高山 隆 附高 山 商 底

。 常任理事 八木下正男 (布丸孝家具底 。 阿部 直 側内藤電誠町田製作所

。 。 井之上哲夫 附久 美 堂 。 岩波弘介 岩 波 建 設側

。 。 古関隆 幸 (却古 関 高 底 。 員瀬収三 附カイセ工業

。 ク 井上恵博 ケーユー商事側 。 中 里 猪 一 胸中里ハウジング

。 イシ 萩生田博 萩生国産業側 。 斉藤文雄 つくし野不動産附

。 。 矢巻勤二 町 田 ガ ス附 。 藤田義徳 附総 l口L 図 書

。 。 木下公福 (却ハッピーストアー 。 石川洋一郎 側愛 洋 商 事

。 。 斉藤 繁 (拐さ p と 7 。 金子仙太郎 附金 子 商 庖

。 。 小 川量司 附マ jレ カ ワ 。 老沼和夫 附町田中央建設

ク 。 中島 貞 雄 なか U ま商事側 。 中里正一 都 生 工 業側

。 今 鈴木酉市 (却鈴木タンス庖 。 大川健次 キ目 模 工 機側 l

。 。 諸橋良吉 側町田小田急 。 若林忠、次 (有者林工務底

ろシ 。 四ヶ所守 (壁)芙蓉会芙蓉病院 。 石川光男 同協和精密工業

ク 。 尾辻 1半 側電 巧 舎 。 井上輝照 岡井上製材所

4シ 森山兼光 (鮒森 山 商 事 。 内田輝雄 (朝内 回 商 唐

。 杉浦信男 側中 里子 屡 監事 岩沢正義 附岩 沢 商 ~ ミ

。 松山在九 附マ ツ ヤマ 。 加 藤 忠 男 (却ふ じ 商 ~ 
。 飯田直敏 附飯田屋本底 。 村田 t青 側桜 屋

。 木口 正 (布クラウン興業

第 1号議案昭和57年度事業報告概要

女(財)全国法人会総連合関係 行事 6団

交(社)東京法人会連合会関係

(1) 会議 49回 (2浦刑多会・セミナー 5回

(3) 懇談会 6回 (4)その他 4国

交三多摩法人会関係行事 9回

女(社 )町田法人会関係

会議 (1)総会 1回 (2)定例理事会 9回

(3)役員会 4回 (4)委員会 12回

(5)地区役員会10回 (6)その他 1回

(7)関係団体との打合せ会 5同

事業 (1)役員研修会 1回 (2)税法説明会 35回

(3)簿記講習会9回 (4)会報発行 4回

(5)広報活動 3回 (6)会員増強 3.5月

(7)税務懇談会12回

ム青年部会関係会議その他行事

ム婦人部会関係会議その他行事

17回

12回

- 9一



第 2号議案 昭和57年度収支決算書
I~ 附和 57~r4 Jl 1 L1~附和 5 8年 3月 3 1日

l 収支計算の部

(単位円)

ムは放を示す

1 .収入の部

手4 目

主k 項
予算書目 決算書n 3全 異 摘 要

~ 費 収 入 20.538， 000 20，373， 600 凸 164，4 0 0 JlJl末会 n数(2， 443t上〉

会 基本財産運用収入 403， 500 4 0 8， 92 1 5. 4 2 1 定期f白金()J;本金)利息

補助金収入 1，596.000 1，751690 1 6 1，6 90 大担保障謝金等

雑 収 入 100.000 595.076 495， 076 普通預金利息等

費 退職給与引当金戻入 235.400 235.400 退職金悩金計上分

前期繰趣収支差署員 え491287 2，491287 。
収入合計 (A) 25.134，787 25， 861974 733， 187 

Z 支出の部

科 目
予算 額 決算矧 差異 高司 要

款 項

講習講演会資 2，350.000 2， 1 1 3， 8 0 6 .'>. 23邑194 各種税伝説明会、簿記講座等

事
研究懇談会資 300.000 3 15， 800 15， 800 税務懇談会計、税務関係新聞等

地区、 支部通営費 1，000.000 505. 1 00 凸 494，900 地区、支部運営活動貸

会報発行費 2，400.000 2， 581，940 181，940 会報発行、「法人の税務」等

広 報 費 250.000 1 78， 0 00 6 72，000 野立看板地代、広告料
業

連 合 会 ft 300.000 全法違、東法連、三法違等の会費280.000 6 20.000 

会員増強推進費 600.000 341，773 6 258， 227 

行 事 fを 3， 850.000 3，436. 1 75 6 413， 825 通常総会費用.各部会の行事貸等

費 通 費 400.000 288， 895 凸 11 1，1 05 三井 7 ァイナンス他発送費用

印刷製本資 400.000 521700 121700 伝人の税務他発送封筒等

事 業 受 ~t 11，850.000 10， 56a189 61，280.811 

退 職 金 292，500 292，500 事務局職員 l名退職

給 料 手 当 8， 000.000 144a389 ム 550.6 1 1 

管
退職給与引当金繰入 433， 400 433，400 。
福利厚生貸 100. 0 00 81297 LO匙 12，703 労働保険料、勤労者互助会会費等

役 よ主 Zメ23hミ 費 450.000 2 2 1，5 1 0 凸 228， 490 定例理事会等

委 ~( メ4'< ty 200.000 31880 6 162， 120 各委主i会の会議f(用

旅費交通貨 420.000 476.313 56.313 役職員交通貨

消 耗 nu μ 費 470.000 5 7 8， 8 0 1 108， 801 事務消耗品等

理
水道光熱費 230.000 2 1 5， 51 0 

LO‘ 14，490 事務所ガス、竜灯代並K共益費

賃 借 料 720.000 915，000 195.000 事務所賃借料

集金手数料 1，320.000 1，300.650 
LO‘ 1a350 集金手数料

備品購入資 100.000 308， 825 208， 825 会議用テープノレ、待子、クーフー移設質

慶 弔 費 70.000 45.000 LO診 25.000 

費 渉 外 fを 250.000 201，986 6 4 8， 0 14 各種団体祝金等

図 書 1't 10.000 60.0 0 0 50.000 税務関係新聞講読料

雑 費 100.000 202，456 102，456 事務所増設費用他

管理 費 言t 12，873， 400 12，826.517 
LO‘ 46.883 

事業費・管理費計 24，723， 400 23，395， 706 .'>.1，321694 

什 器 備 目l 265， 000 265， 000 会議室冷暖房機

保 証 金 150.000 150.000 会議室 l宗増分保証金

予 備 資 411，387 6 411，387 

支出合計 (B) 25， 134，787 23， 810.706 61，324，081 

次期繰越収支差額
2，051268 2，051268 (C=A-B) 

‘' 

d 
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H 正昧財産増減計算の部

I 増加の部

手ヰ 目

---------
決算額

---------
摘 要

備 ロロυ 増 力日 額 4 15，000 保冷駿品E号機金l台

前期繰越増減差額 2，048， 949 
会旗、被7
l台、タイプライタ一、保証金、電話加入権

増加額合計 (D)

---------
2，463， 949 

---------Z 減少の部

手4 目

---------
決算額

--------------
h商 要

滅 少 額 。
減少額合計 (E)

---------
。
---------次(期繰越増減〕 額

--------
2，463， 949 

---------
F D - E 

剰 余金合)計

--------------
4，521，217 

---------
(G  C + F 

司~

別紙の通り報 16:'致します。

昭和 58 年 5 月 9 Icl 

社団法人 町山法人会

会長 橋 忠 正

司..  

別紙の決算書類を監査したところ、適法かつ正確であることを沼、め、報告し

ます。

昭和 58 年 5 月 9 日

監事 告沢正義⑪

監事 井上茂留@

監事 鈴木酉市⑪
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貸借対照表

〈昭和 58年 8月 3 1日現在〉

資 産

l 

Z 

の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 1 流 動 負 債

(1) 現 金 47't694 (1) 預 b 金

(2) 普通預金 1， 57(¥742 流動負債計

(3) 当座預金 2 3， 6 69 

(4) 貯 蔵 品 13(¥960 z 個 定 負 債

流動資産計 2， 203， 065 
(1) 退職手当事|当金

酎定負債計

負債の都合計

国 定 資 産

(1) 退職手当積立金
正 味 財 産

定期預金 905， 900 

(2) 定期預金(基本金分)5， 00(¥000
L 基 本 金

(3) 保 証 金 34aOOO 
z 無l 余 金

(4) 什器備品 2， 029， 000 
次期繰越収支差額

次期縁起増減差額

(5) 竃話加入権 86， 949 
剰余金計

開定資産計 a369， 849 正味財産合計

資産の部合計 1(¥572， 914 負債及び正味財産合計

会費納入についてのお願い

当法人会も皆様のご理解あるご支援のお蔭にて会員も大変多くな

りました、有がたく感謝致して居ります。

それにともない、地域が広範囲のため、会費の集金が困難になっ

てまいりました。つきましては前々より多数の皆様にすでにご協力

頂いております、 と三井ファイナンスによる会費の自動引落しミ、

また、 E当会取引金融機関へのお振込みミの方法に切換えて項き、

事務処理の簡素化にご協力下さるよう重ねてお願い致します。

なお、方法についてご不明の点は法人会事務局

(26) 2453・(26)4132へお問合せ下さるようお願い申し上げます。

- 12ー

8 a 697 

8a697 

963， 000 

963， 000 

1， 051， 697 

... 
5， 00(¥000 

2， 0 5 't" 26 8 

2， 463， 949 

4， 521， 217 

9， 521， 217 

1(¥572， 914 
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財 産 録日

(昭和 58年 3月 31日現在)

項 目 内 訳 金 額

基 本 財 産 5.000.000 

定 期 預 金

+黄浜銀行町田支庖 (#076-867) 1，300.000 

n n (#116-311) 700.000 

富士銀行 n (#1085742) 1，000.000 

八千代信用金庫 n (#167452-1) 2， 000.000 

運 用 財 産 4， 521，217 

現 金 47，694 

普 通 預 金

横浜銀行町田支庖(非 013854) 38a784 

富士銀行 n (#539960) 264，530 

八千代信用金庫 n (#0164011) 324，002 

三井銀行 11 (#4192930) 154，775 

住友銀行 n (#96719) 1 5且16 7 

三菱銀 行 11 (#4440282) 219， 477 

安田信託銀行 n (#602320) 3 1:¥ 8 8 4 

東京都民銀行 玉川学園支庖 (#0313328) 3 0. 1 2 3 

当 座 預 金

横浜銀行町田支庖 (#014104) 1 a 6 6 9 

三 井銀行 n (#4192930) 1 0. 0 0 0 

定 期 預 金 ( 退 職 手 当 積 立 金 )

富士銀行 町 田 支 庖 (#1317287) 472， 500 

三 菱銀行 n (S8332097) 43a400 

貯 蔵 品(会員プレート) 130.960 

保 証 金(事務所保証金) 341:¥000 

什 器 備 ロロロ

会 旗(社団法人町団法人会) 280.000 

複 写 機(キャノ;/) 290.000 

n (リコー) 360.000 

暖冷房機(東 芝) 431:¥000 

n 洋〉 265.000 

宛名印刷機 231:¥000 

Fイプライター(シルパーリード) 151:¥000 

電話加入権 8 f¥ 9 4 9 

計 5.572， 914 

預 b 金
'"‘ 

8 1:¥ 6 9 7 

退職給与引当金 L>. 96aooo 

計 L>. 1，051，697 

正 味 財 産 9， 521，217 

q
u
 



第 5号議案 昭和 58年度事業計画(葉〉承認の件

昭和 58年度事業計画

事業計画の大綱Kついては、前年度と特K変わるとと念〈 ζ れを踏襲すること

とするが、地区会Kなける支部等の再編成、役員の増加Kよる組織の整備、委員

会の強化等を考慮、本年度の事業活動の基本方針とする O

(組織の強化)

1. 健全な納税団体として、事業の公益性を高め、会員増強を更K強力 K推進す

ると共K法人会組織の拡大強化を凶る O

(租税負担の合理化)

之 適正公平な税制と租税負担の合理化を凶るため、全法連のこれK対する動向

(1(合わぜ、政府国会K対して強力友要望を行左いその実現を期する O

(税務行政への協力)

a 税務当局との相互信頼Kよ夕、税務行政への円滑友達営 K協力し、申告納税

制度K寄与する O

(自計主義の推進)

4. 白計主義を徹底し、経営の合理化を凶るとともに、自主申告体制を確立する

ため、誠実左記帳と適正念申告の普及K努める O

(企業経営の健全合理化)

ら 企業経営の健全を期し、企業の発展向上を凶るため、経営、経理及び税務κ

関する研究指導を行なう O

(会員増強と組織の活用)

6 組織の強化拡充は目的達成K不可欠の要件であるため、下部組織の強化K努

め役員と会員との連繁を吏K密Kして上意下達、下意上達の円滑化K努める O

- 14 
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司・F

会員増強Kついては全法連の会員増強月間K呼応し統一的運動を実施、その

結果著しい効果が得られた。今後は強化された組織を活用し、加入率の維持と

更K強力左会員増強運動を推進すると共K会員の質的向上を図る o

地区或いは支部等Kて開催される諸会議K本部役員は積極的K参加して、末

端実情を的確K把握し情報提供の資とするととも K、法人会運営の施策K反映

させる O

(青年部会並びK婦人部会の育成指導)

t 法人会活動の一翼を K;1う青年部会並びK婦人部会の法人会活動K:j:，~ける重

要性K鑑み、とれの育成強化を幽ることは緊急である O 各部会のそれぞれの立

場から活動を推進し、法人会活動の推進力となるよう育成指導を図る O

事 業計画

L 組織の強化

(1 ) 会員増強の積極的推進

(2) 各種委員会の機能の強化

(3) 本部並び K地区組織の強化

之税制関係

( 1) 税制 K関する調査研究

(2) 税制改正要望大会K対する積極的協力

(3) 政府、国会等に対する要望

a 税務行政関係

( 1) 会員の質的向上

(司 税務行政K対する要望意見の具申

(3) 税務当局との研修会、懇談会の開催

(め 青色申告の普及

(5) 納税協力団体との協調連携

F
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( 6) その他税務行政K関する事項

4. 税務K関する研究指導

( 1) 税法並び K取扱通達の研究指導

(2) 経営、経理の自主点検の普及並びに申告水準向上のための指導

(3) 源泉徴収事務の適正化K関する指導

( 4) 小規模法人K対する記帳指導の推進

(5) 既存ブロック制の共催事業の活用

( 6) その他税務K関する事項

5 講習会、説明会関係

( 1) 税法、簿記、会計、経営K関する講習会の開催

(2) 各種説明会の開催

(イ) 改正法令等の説明会

(吋 年末調整事務等K関する説明会

付 源泉徴収等事務K関する説明会

(斗 決算書、申告書作成K関する説明会

(材 その他税務K関する説明会

(3) 税理士会K対しての講師派遣の要請

‘' 

6 広報、出版関係

( 1) 法人の税務、法人会報の発行

(2) 各種資料の収集並び K頒布

(3) 参考幽書、説明会用テキス卜の取次

( 4) 改正税法並びK取扱い通達等の速報

(5) その他広報K関する事項

t 福利厚生関係

( 1) 大型総合保障制度並びK役員及び従業員退職金共済制度の取扱い

(2) 会員の健康管理のための人間ドックのあっせん、取次

‘' 
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第 4号議案 昭和58年度収支予算書

〔昭和 58年 4月 1日~昭和 5 9年 8月 3 1日)

t単位円)

A は振を示す

... 

①収入の部

科 目 昭和 58年度
前年度予算敏 増 主主 摘 要

款 項
予算額

会 重量 収 入 24，612，000 20.538.000 4，074，000 2， 443Hvc対して 30 0社増

会 基本財産運用収入 290.000 40a500 .a. 11a500 基本財産定期預金刺息

補助金収入 1，706， 000 1，596， 000 110.000 金伝速、東f:E:連大型保障謝金他

費 雑 収 入 29aoOO 1 0 0. 0 0 0 19aooo 普通預金利息

前期繰趣収支差額 2， 0 5 7，2 6 8 2， 4 9 7，2 8 7 6 440.019 

収 入 合 言十 28.958.268 25.134，787 a82邑481 

②支出の部

科 目 昭和 58年度
前年度予算額 増 紙 者司 要

款 項 予算額

講習講演会費 1.375.000 2，350.000 6 975.000 税法説明会.簿記講習会等

研究懇談会費 300.000 300.000 。税務懇談会費、税務関係新聞等

事 地区支部運営 費 800.000 1.000.000 ム 200.000 地区、支部事業費

会報発行費 2， 700.000 2，400.000 300.000 会報 4回印刷費並び K郵送料

連合会会報費 1.776， 000 1.776， 000 「法人の税務」購入並び K郵送料

業 広 報 費 250.000 250.000 。野立看板地代.広告料等

連 合 会 費 300.000 300.000 。全伝達、東伝連、三法違会費等

会員増強推進費 600.000 600.000 。増強月間運動諸費用

費 行 事 費 4，375.000 a850， 000 525.000 通常総会、青年部会、婦人部会費用等

通 信 費 400.000 400.000 。電話料、通信用切手、ハガキ等

印刷製本費 400.000 400.000 。簿記講習他印刷代

事 業 費 言十 1a276， 000 11，850.000 1，426， 000 

給 料 手 当 8.000.000 8.000.000 。職員給与、賞与;n;.び Kパートタ介マー支出

退職給与引当金繰入 562，000 43a400 128.600 

福利厚生費 100.000 100.000 。労災、届用保険、験員厚生費等

役 員 会 費 450.000 450.000 定例理事会等費用

管 委 員 会 費 200.000 200.000 。各委員会、会議費用

旅費交通費 450.000 420.000 30.000 戦員交通費.役員管外交通貨

消 耗 ロロロ 費 500.000 470.000 30.000 事務消耗齢、その他消耗品

水道光熱費 230.000 230.000 。事務局.ガス及び電灯料他
理

賃 借 料 1.032，000 720.000 312，000 事務局.会議室賃借料

集金手数料 1.29 7，0 0 0 1，320.000 乙， 2aooo 集金手数料、三井ファイナンス手数料

備品購入費 100.000 100.000 。掃除機、書類棚造作費用

費 慶 弔 費 7 0. 00 0 70.000 。会員の供花代その他

渉 外 費 250.000 250.000 。関連団体.納税表彰等対外的慶弔

図 書 費 50.000 1 0. 0 0 0 40.000 税務関係図書購入費用

維 費 100.000 100.000 。
諸 税 ノA司~ 課 330.000 330.000 三井 77イナンス印紙及自動車税

管 理 費 言十 1a721.000 12，87&400 8 4 7，6 0 0 

事業費・管理費計 2 6， 9 9 7，0 0 0 24，72a400 2，27a600 

予 備 費 357，268 4 1 1. 3 8 7 ζご匙 54，119 

車輔選鍛兵 1，140.000 1，140.000 サニ一、カルフォノレニ 7 55年型

車 幅肩 費 464，000 464，000 自動車ガソリン代、点検費用

支 出 合 計 2&95&268 25.134， 787 a82&481 

司.... 
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新役員に対し;委嘱状伝達式開催される

昭和58年7月28日午後 3時より千寿閣において

町田税務署より大西署長はじめ塩井副署長、百々

第一、有田第二各統括官及び会津指導官各位のご

臨席をT頁いて法人会よりは役員 100余名出席のも

とに極めて厳粛裡に執り行われ、大西署長よりご

祝辞を賜わり、引続いて第二部として懇親会が催

され、新しく赴任された税務署長はじめ署の幹部

の方々と新役員との交流を深めなごやかな雰囲気

のうちに役員委嘱状伝達式行事が総べて終了 した。

一 税務署よりのお知らせ一

ご存知ですか

本年 8月より、納税申告書の提出、納付な どの

期限がそ の月の第二土曜日に当たる場合は、日曜

日や国民の祝日その他一般の休日の場合と同様に

その期限が翌週月曜日まで延長されることになり

ました。

これは、毎月の第二土曜日は銀行等の金融機関

が休業し、また、郵便局の窓口業務が行われない

ことにな ったことによるものです。

この結果、例えば、源泉所得税の納期は通常、

翌月10日ですが、この日が第二土曜日に当るとき

は、そ の翌々日 の12日が納期限となります。具体

的には、本年 8月支払分給与等の源泉所得税につ

いては、 9月10日が第二土曜日に当りますので、

この納期限は 9月12日となります。

詳しくは、最寄りの税務署文は税務相談室にお

尋ねください。

。。



ご存知で曹か 2 
一一昭和58年度税制改正(法人税関係〉の主要項目一一

[D 中小企業者等の鍵械の特別償却の改正

<"'--....~山内、，どういう点が改正されたか州内内向内内町内~

よ1 適用対象となる機械及び装置の取;

苦 得価額の最低限度額が，一台又は

? 基110万円から140万円に引き上げら;

予 れました。~
2 適用期限が 2年延長されました。 i 

司... 
C~ og) 

O 昭和58年5月決算法人

O 昭和58年5月中に取得した機械装置の取得価額

O 法定耐周年数 B年(償却率 0.250) 

くケース 1>

1.0∞万円

適用時期

2年限りの錯置として、適

用対象の桜械及び装置の取得|昭和 58年 4

価額の合計額のうち、過去 5I月 1日以後に

年間の平均投資額.を超える部 1:取得等をして

分ICっし、ては、償却割合を100I事業の用に供

分の 14に代え 100分の 30Iする後械及び

とする(措法 45の 2)0 装置に適用

また、対象となる縁械及び装

置の取得価額の最個衷度額を次

58. 4. 1 - 60. 3.31 
※※※※※※※※※※※ 
※指定期間※

d …......基準年度…….t ※※※※※※※※※※※ 

._1____1 ___1 ___1 1 ~ wl 1一一
I 160万一門寸 20071円 o 1 540万円 o

取得資産合計 9.000.000円

基準年度で取得し、事差当期の月数のうち、指定期
(平均投資額)=皇居総主主義械等の取x間に含まれる月数 (2_)_ =  300.000円

(9.000.000円) 塞牽年度の月数の合計 (6の

(増加投開=守10間∞将一平初。付=仏700.000円

増加投資額.lQ.当脚雲額一増 14 
〈特別償却合計船 (弘7叫 側 円)'X1∞ 叩55to円

X而=日位。∞円 @ 

(普通償却分 00.000.∞0円) X 0.250xす(簡便償却適用)= 1.250.∞0円H ・H ・@
(当期償却限度額) (1) + @弘202.0ω円

司・v

〈ケース 2>
d … … 基 準 年 度....・H ・.t

一一丁一一

58. 4. 1 - 60. 3.31 

※※※※※※※※※※※ 
※指定期間※
※※※※※※※※※※※ 

|当期|

過去5年鳥1取得なし

基準年度で平得し、事察 当期の月数のうち、指定期

刊投開=持会場町の取鵠謝器材

(場同時 410問。府守均FV
〈特別償却合計額) 00.0∞.0∞円)X .3，?̂ + ( 0 円)x .1̂4，. = 3.側.側門......(1)

1∞ 1∞ 
〈普通償却分) 00.αlO.O∞円)x 0.250xを(簡便償却適用)= 1.250.0∞円H ・H ・@
(当期償却限度額) (1) + @ =4・250.0∞門

ハヨ



② 新築貸家住宅の割培償却の改正

r"'''~''''-;'''''''''''''どういう点が改正された炉目的市川向、

1 1 割増償却割合が，耐周年数45年以 i
i 上のもの!とあっては 100分の75から i

1007}の701乙その他のもの吋っ;

霊 ては100分の50から100分の471ζ引き i
E 

P2 下げられました。 : 
ミ

イ 2 適用対象となる貸家住宅の床面積:
J 

T 基準のうち，共同家屋の最低限度が;

i 30平方メート Jレから35平方メート Jレ?

? に引き上げられました。

~ 3 適用期限が 2年延長されました。;

@価格変動準備金の改正

よ山Vψ~山、，どういう点が改正されたか山》山町内""'Vl

j 1 価格変動準備金について，廃止年;

i 度が昭和61年度に繰りあげられ，昭!

豊 和60年度までしか，価格変動準備金j
Z の積立てが認められなくなりまし j
Z た。 j
? 2 1の廃止年度の繰上げに伴い，昭;

; 和58年度から昭和60年度までの積立 j
j 率が縮諒されました。~

⑪ 貸倒引当金の経遇措置の改正

⑤ 製品保証等引当金の適用範囲の拡大

5 

項目及び改正内容 適用時刻

割増質却率を次のとおり号11昭和 58年4

き下げる(措法 47)

区分 改正前 改正後

耐用年数 75 7 0 
45年以上 100 100 

耐周年数 5 0 47 

45年末満 100 100 

また、一般貸家住宅の該当

条件のうち、床面積の最低を

30 nlから 35nlK引き上げる t

(措令 28の8)

月1日以後K

取得文は新築

をする貸家住

宅に滴用

価格変動準備金の疫止年度|昭和 58年4

を繰り上げるとともに、各年|月 1日以後開

度の積立率を次のとおり引き|始する事業年

下げる(措法 53) 度から適用

年度 改正別 改正後

昭和58年度 3.39百 2.5% 

" 59 " 2. 5 1.5 

N 60 " 2.0 o. 5 

N 61 1.5 

N 62 " 1.0 

" 63 " O. 5 

一一一

f 金融及び深段業の貸倒引当金lにζついて昭和5日6年度改正の路の積増停止の方式lにζ;

宣 よる経過措置を改め，実効謀入率カが1汀1， 0∞O∞O分の 5!にζ達するまでは現行方式の経過;

2 措置をとり'川

2 則iにζ移行する乙ととされました。

: 2 製品保証等引当金の対象となる事業の範囲l乙ファクシミリ装置の製造業が加え;

; られました。 ; 

20 
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司・v

@ 試験研究法人等の範囲の拡大

t~匂...."'''-~~....どういう点が改正されたか山旬、内旬，^"v、

j 1 試験研究法人等の範囲叫方財;

i ける都市の緑化事業の推進を主たる i
j 目的とする公益法人が加えられましj
S t.こ。 t
E 2 固から補助金の交付を受ける ζと;
2 が要件とされていた試験研究法λ等j
5 について，その要件iζ代え，主務官j
? 庁の認定を必要とする乙とに改めら j
j れました。 i 
~ 3 共同募金会を通じて行う社会福祉j
; 事業iζ対する指定寄附金の範囲が拡j

しさ設とと:……

昭和58年4月1日以後に支

出する寄附金から適用

一一法人会事務局よりのお知らせ一一

開催月日

11月21日(月)

。22日(火)

。24日(木)

。25日(金)

ク 28日(月)

。30日(水)

昭和58年度年末調整事務等

についての説明会

町田税務署・町田市役所・町田法人会 共催による

一一開催についてのお知らせ一一

会場

町田市役所二階特別会議室

忠生市民センター(ホール)

八千代信用金庫南町田支庖

横浜銀行鶴川支庖

町田市役所二階特別会議室

向 上

- 21 -

※各会場共対象地域が決まっておりますが、ご

都合によりどこの会場でも受付けますので、

奮ってご参加下さい。

なお各会場とも 開始午後 1時30分

終了午後4時00分

受付開始は、開会、 30分前です。



事務局だより

第 2回実務簿記講座

好評裡に終る

58年4月より 7月にかけて開講しました。

当会主催による、第 2回初級実務簿記講習会は会

員80名を対象に、 町田市福祉協議会を会場に、東

京税理士会町田支部の植木税理士先生を講師とし

て招時間講したところ、全課程 9回に対して、全

課程出席者53名を含め 5回以上出席者，80%の出席

率にて受講者の熱心な受講態度に支えられて当会

の計画の目的も 100%達成の感がありました。

講師をお勤めT頁きました植木税理士先生はに夜

間にもかかわらずご熱心にご協力いただき誠に有

がとうございました。誌面を借りて厚 く御礼申し

あげる次第でございます。

受 講 風 景

第3回 実務簿記講座(中級)

-開講についてのお知らせ

別添と昭和58年度中級実務講習会、開催のお知

らせとにで詳しくご説明しでありますとおり、当

会にてはと中級簿記講座とを開講致しますので、

会員の皆様、奮ってお申込み下さるよう、お待ち

して居ります。

三多摩法人会連合会(第32回)

通常総会開催

昭和58年 8月17日、府中市宮町大国魂神社参集

殿において午後 2日寺より 、社団法人武蔵府中法人

会担当にて、 三法連第32回通常総会が開催されま

した。当日は台風 5号の影響にで風雨ともに激し

い中にもかかわらず、 町田税務署よりは、大西署

長はじめ塩井副署長、百々法人部門第一統括官各

位のご、出席を項き、当会から石井副会長、井之上

町田中央地区会長、森三法連監事と事務局よりは

諸泉氏が出席致しました。

総会は、三法連関連 7税務署より各署長、副署

長、総務課長、法人部門第一統括宮各位27名、東

京税理士会、 三法連上部団体その他関連団体より

の来賓多数を迎え、 三法連関係役員90余名出席の

もと 、第一部総会、第二部講話等 (1) r武蔵総社

としての大国魂神社について」と題して大国魂神

社宮司、猿渡盛文先生の講話 (2)5月5日

の大祭 (くらやみ祭)の映画上映、第三部懇親会

を開催盛況裡に終了した。

※なお本年 3月まで 2ヶ年にわたり当町団法人

会が三法連担当会として、 三法連運営の総てを担

当してまいりましたが、58年度より(社)武蔵府

中法人会に担当会をヲ|継きましたのでご報告致し

ます。

事業資金を必要とされる方へ

設備資金に、長期運転資金に、はば広くご利用

いただける、中小企業金融公庫をご利用下さい。

(略称、中小公庫)中小公庫とは「中小企業金

融公庫法」という持別の法律で設立された政府金

融機関で中小企業のかたがたに長期 ・低利の安定

した事業資金をご融資することを使命としていま

す。資金の使いみちに応じての融資制度を用意し

ておりますのでお気軽にご相談のうえご利用下さ

い、融資の手続きは簡便です。

詳しくは(社)町団法人会ヘ

お問合せ下さ ¥'¥0 (26) 2453・4132

- 22-



申告書へとシールミを

お貼り下さい

法人税確定申告書を提出される方ヘ

これまで、法人会では確定申告書にスタンプを押すか、あるいは事前にシールをお届けして、

法人会々員の証しとして来ました。 しかしながら、事前にスタンプを押 したり、シールを郵送

することが不可能となりました。

今後は、本会報の下部にシー ルを刷り込み、お手元にお届けいたしますので、お手数ですが、

お切り取りの上、確定申告書に貼って、税務署へご提出ドさい。

このシールを切り取って

確定申告書にお貼り下さし、。

EaIm凪霊童霊2

臨岡田軍事害警覇

蹴mW::I~頚

人0301-0]01 Ea (*i) lBJ E8~Îi;^霊霊2

〈青年部会第四回公開セミナー〉

私の経営 ケーススタデー・家具の大正堂

(株)家具の大正堂 渋谷栄二社長を講師に開催

青年部会第四回公開セ ミナーが去る 7月20日午

後 7時より 町田市公民館大ホールに於で開催され

ました。 折か らの雨で参加者の出足が懸念されま

したが70人にも及ぶ熱心な参加者が集い、極めて

盛況のなかで聞かれま した。

私の経営シ リーズは時代の流れに則 した法人会

活動に焦点をあて、より実践的な、 より啓発的な

事業の実施を標棟し市内の有力経営者を招き私の

経営をテーマに縦横無尽にレクチュア ーをT頁く 企

画であります。

シリーズ ・私の経営第 2弾として登場をお願い

しましたのは株式会社家具の大正堂社長渋谷栄二

氏であります。

ご案内の通り 渋谷社長は町田市に生れ、 町田市

且 岨 抽 t・宇宙霊会人会寄与諸島

ぷ;二i-弘の経
締表谷.ユ A

- 23一



で経営の緒につきその後都下、神奈川県一円に意

欲的に庖舗網を構築、先発企業を次々に凌駕し、

現在家具生活関連業界最大手に躍進された所謂る

全国的な地歩を築かれた企業の創業者社長でもご

ざいます。

先に発表をみた57年度全国ランキングでは売上

高第214位、 240億円を達成し 、本年度は 200位入

りを狙う有力企業として内外の多機な注目を集め

ている会社であり、講演のリクエストが多数ょせ

られた経緯をこの計数からもかいまみることが出

来ましょう 。

渋谷社長の人柄、同社発展の経歴とその時代的

経営思考とその方策、{間有の経営哲学等々聴講者

の期待一杯のなかで定刻に開会されました。

冒頭、細野副部会長の司会lこよりすすめられ新

任尾辻部会長の挨拶の後、早速講師渋谷社長の登

場となりました。

壇上での話しはにが手とおっしゃる言葉の裏腹、

静かな口調のなかに第一級経営者としての自信と

熱意をひしひしと感ずるものでありました。

幼年期、Is1田にビルを建てたいと云うほのかな

夢。戦中派としての戦時体験から形成された強烈

な人生観。白からとび込んだ浅草橋「久月」での

住みこみ庖員時代の貴重な経験談。洋品音11より独

立創世期の苦労談。 30年代アメリカ視察の強烈な

印象 と果敢な 自己啓発。家具部門の本格的進出。

庖舗展開の積極的経営施策の推進等理路整然と実

績に裏うちされた内容はひとつひとつが感銘をう

け且つ参考になるものでありました。

成功、失敗、ウラ話し等をおりまぜながら壮大

な企業規模に発展をみた今日迄一気にお話しをい

ただきました。

考える人はキラ星の如く多い、しかし実行に移

す人は案外少ない。

実行実践こそ同社発展の原動力ではなかろうか。

第三回公開セミナー講師株式会社ケーユー商事の

井上社長も夢をもち、目標をもっ。目標がな くな

ったら経営はないと話されましたが、渋谷社長も

正に夢をもち次々に目標に挑戦 し今日を築かれた

道程はまさしく 相通ずるものがありました。

講師の仕事にかける熱意とパワーに一同感服し

た次第であります。

コーヒープレイクをはさみ同社のスライドの上

映が行なわれ、次いで質疑に移り、多様な側面よ

り活発な質問が出され非常に有意義なセミナーと

なりました。

最後に杉浦前部会長の謝辞があり 全てのスケジ

ュー ルがとどこを りなく車冬了致しました。

講師をお勤め下さい ました渋谷社長殿には大変

ご多十亡のなか誠に有難うございました。

誌面を借り厚くお札を申し上げます。

尚、青年部会では引続き私の経営をシリー ズとし

て実施してゆく予定です。

ご意見、ご希望をお気軽にお寄せ下さい。

- 24-
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A 貝 の ιー 紹 介 自昭和58年 2月1日

至昭和58年8月31日

，.. 

法 人 名 代表者名 所 在 地 業 種 電. 五言

側東京トラスト 山口 敦二 原町田 1-6 -23 輸送機械装置販売 22-2 1 1 5 

(荷ア ス 、 河野和明 イシ 3-8-5 電機製品販売、賃貸 28-9 1 1 5 

IIIT 田 薬 業協) 河合 等 ク 4-3-4 薬局 22-3 2 3 8 

(布グリーンアローピル 矢部節子 イン 4-4-2 不動産賃貸 22-3 7 2 5 

(有)小島サーピス 小島智雄 イン 4 -18-14 土地建物の管理 25-8 840 

(有)アー ト商 ~ 三 高里憲光 ウ 6 -21-3 金融業 29-5 7 4 1 

停沖夏 本 字 園 榎本春子 中町 1-13-1 文房具の販売 22-3 3 7 3 

日 本緑土企画附 柴田 知明 1 -17-4杉井ピル 土地建物売買仲介 27-0 7 1 1 

側ゼ ン ケ ン 宮沢春芳 1 -10-15 健康寝具 23-0 0 0 3 

里子 j幸 機 材(槻 里子津 実 ク 2-21-4 砕石機械回装置売買 29-1 3 7 1 

側シ・エヌ・シー 佐藤岩男
。2-21-21 

電子機器の設計製造 29-1 4 6 6 富士ハイム102

眠 ホ，じ目，、 建 設(械 五十川佳宏 ク 4-13-9 土木工事 28-8 1 1 4 

(却ハラダ造 園 原田 亮ー 1-8-4 造園庭園設計管理 22-3 0 1 4 

制東京技術学院 源内 久男 森野 1-33-11 各種学校 28-4 8 2 4 

栄 高 事附 小田 恭久 1 -34-13 冷蔵庫、ショーケース 26-6 0 0 1 

町田 ハウジング附 下回 和男 1 -38-3 不動産仲介 26-5 0 0 1 

東 南警備保障 石井 誠 ク 2-29-1 ガードマン 28-5 746 

朝 日 工 常附 大滝睦男 ク 3-7 -54 不動産売買 25-1 5 6 6 

。対ピ フ。 jレ 藤原弘之 。6-25-1 自動車版売 25-0 1 2 1 

(訪中 華 番 永富栄子 1 -34-17 飲食庖 22-5 8 9 7 

インターナショナル
桑山 正三 旭町 1-5 -21 CATV事業 29-5 6 0 7 側ケープルネ y卜ワーク 有線テレビジョン放送

(有)原 田 梱 包 原田 正弘 1-9-2 梱包業 26-0 2 3 5 

(却マ キ / 松岡 明良 ク 2-3 -14 工作機械設計製図 29-1 3 7 5 

(荷アローエンタプライズ 矢沢 武 本IUT旧2708 不動産賃貸 22-1 7 6 7 

(有)マ コニ カ ワ 前川 源祐 ク 2903 クリーニング 23-1 5 1 8 

(有)雄 山 運 輸 山口 幸雄 イン 3599 運送業 23-6 5 4 5 

(有)光 五十嵐信子 南大谷463 不動産の売買賃貸 23-4 7 2 1 

側平 手口 電 器 護知正憲 イラ 821-8 電気工事電気事製品の販 23-4 7 7 5 
売、附帯工

(有7禅グリーンケープ 福田 一成 玉川学園 1-22-13 造園土木建築
29-2 0 3 0 

設計事務所 26-3 7 6 1 

(却竜音楽出版 田村鉄之助 イシ 3 -18-1 歌手、芸能タレント斡旋 29-2 2 7 7 

(槻ベッテンハイム 井上 充 。 4 -11-15 羽毛ぶとん製造再生販売 28-1 6 5 7 

(捕マリ ア ン ヌ 清水晴ー イシ 7-8-1 衣料品却 29-3 7 2 3 
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法人名 代 表 者 名 在 電話所 地 業 種

同阪本工務庖|阪本博俊|玉川学園 2-8 -20 I建設業

(有)し ら ゆ り|田辺満洲枝 |金森439 不動産賃貸

幸 和 不動産附|広田信明 I// 1143 不動産売買
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(有)つくしの薬局|秋山貴志子 。 1-31-7 

(有)清林串の坊|林 三郎// 2 -26-4 

惰 )新町田自動車|大内文子'" 3 -11-15 

鮒西 邦{主藤邦男|ク 4-11一 7

側ビクトリア|山本利夫|南つくし野 3-1-2

橋本工業(有" )I橋 本 泰 英 | 鶴 間43-12

(羽贋洋設備工業|虞田浩示 I// 440-12 

堀 内光機側|天川裕二 I// 5号526第l東名ピル

( 有)せきさん | 井 上 隆 文 I// 1764 

(有三輝商会| 平山三次|成瀬 6-13-16 

(朝恵 L
r
u
 

F
卜
lp

商|橋本量美 I // 874-4 

(有)成瀬増田屋|内山 一宗 I // 874-9 

(荷オートパイハウス|諸国 義則 I // 1399-6 

エヌ ・ シー附|愛甲 昇
。1600-17

センチュリーハイツ2-205

久冨(有)ドーベル|久冨義孝|成瀬1600-64

側鴨 川 呉服庖|村上 昇 I // 1600-67 

フジサプライ(有")I斉藤秀雄|ク 1730-3 

長田コンサルタン卜協会(同|長田 実 I// 1800-5 

サ ンエス工業附 1)11原茂男|ク 2118-56

テクニカマチダ(槻|松下秀雄 I// 2206 

(朝日通輿商|小玉 優 |成瀬台 2-26-5 

コンピュータ -53t言十
ソフトウエアー開発

紳士、婦人下着衣類

電機関係

25-8 1 4 7 

22-0 5 7 8 

96-7 0 5 2 

96-2 1 9 3 

95-4 6 3 0 

96-2 4 7 2 

理化学機器の製造販売 196-2 4 0 0 

電子機器部品の製造 I 95-3 5 6 9 

土木建築 I 95-1 3 5 8 

塗料内装工事塗装販売 I96一 0031 

ピルメンテナンス

医薬品目用雑貨

飲食庖

各種自動車販売

自動車整備

自動車販売

交通安全の施設整備

管工事

工業用ゴム製品
光学部品組立一式

庖舗住宅の賃貸

ラドン温泉ラドナー販売
磁気医療器具販売
損害保険代理府
化粧品販売等

日本ソパ

オートパイ版売

95-5 9 3 6 

95-4 4 6 9 

96-7 6 9 3 

95-3 8 5 0 

95-0 7 9 2 

96-0 7 7 7 

96-5 4 2 3 

95-7 4 5 9 

96-1 4 3 1 

95-0 2 1 2 

29-5 7 0 1 

96-7 1 1 3 

95-7 5 2 0 

26-1 4 1 5 

セラミック原料の開発 196-4 3 2 0 

喫茶 &軽食 196-6 200 

呉服小売 96-5 5 7 1 

健康食品衛生器具の販売 125-7864 

水産加工食料品等輸出入 I28-8 3 3 1 

プラスチック成型加工 I29-2 6 7 1 

電気音響機器製造

図書出版

25-5 5 3 1 

26-8 3 7 5 
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法 人 名 代表者名 所 在 地 業 F重 電. 3古

(布トライメート 小林三雄 成瀬台 2-26-30 建設用機械工具 27-2 8 1 3 

(有)藤岡重機建設 藤岡 ク 2 -32-3 建設機械リース業 27-1 7 6 5 

(有)髪 。] り 屋 佐藤政子 イ〉 3-8-7 理容業 128-8 4 9 0 

附新 機 鋼 能勢大具 イ〉 3-17-5 土木工事 126-0 760 

(有)オオプチ商 B持 大潟l弘一 ク 3 -35-8 健康機器食llJ1のl仮売

ロングフィルド附 長原信雄 l十i!Jli:i頼1-8-1
コンピューター業務 29-3 0 0 3 

村111ピル 2F 

(有)ゴ 後藤 t佐二
2-11-1 

喫茶、洋菓子 129-1 2 5 6 センチュリーハイツ町田3-301

ナ ス ゴ(附 十本 茂樹 IMIJl(:i頼4-19-3 電子制御機器のl製造販売 122-1 6 2 1 

ナスパッ ク骨粉 林 i支m ウ 産業機械電気制御装置 I22-1 6 2 1 

、司・v |側 あるけい総業 木11m邦夫 l 十~î!&ì頼 4 -22-1 不動産売口 I 22-6 4 4 1 

(有')1)ブショップアーバン 西岡 幸生 イン 5 -1 -20 内外装工事 I 28-9 1 0 2 

側塩 }II 美 袋 塩川 勇 ウ 5 -20-2 建築設計 I 26-6 8 2 6 

(却吉池工務!，i:j" 吉池信幸 ろ， 6 -5 -16 建築請負 I 29-2 5 2 6 

附パン ダ y ク 飯盛達夫 高ヶ土反100-4 文具事務用品

(却潮 土 建 工 業 飛石 潮泰 イ〉 1576 建設 26-7 3 8 1 

マ lレ ヤ ス(有) 安藤 ヨ午、 ろシ 1789 タバコ、切手、収入印紙 I22-0 2 5 4 

(布坂 牧 11百 坂牧 勇 金井II!Tl3-1 消石版、カーバイト等販売I34-6 9 3 0 

日新 タイ ル附 藤平逸夫 ク 826-49 建設 I 35-2 4 2 4 

(郁エ ブ ゴ ン 大形 fそ夫 ろシ 1735-1 電子機器基板の設十 134-7 0 7 0 

(却ク yクエンタープライズ 九鬼 j閏 ろ， 2612-32 テニスに閲する業務 134-1 5 7 0 

D A C側 入津康男
:~1:~3 

諸施設~)t:;i-r I 27-6 7 2 5 
j擦の介卜t]地 3-4 -404 

(捕東京管財研究所 近藤玲子 UiitlHII!T2823 不動，)日'ì~.f'll、 | 
運用のコンサルタント 35-4 4 4 8 

‘' l側トーシンヘルス 井上武男 大崎IIITl56 健康マット I 34-2 2 3 6 

(有)ま るみ水戸E 中村岡ー ろ》 3152-2 水産物卸売業 I 35-2 5 8 0 

(有)小杉オフコンサービス 小杉幸夫 鶴川 1-7-1 ミクロ経坦販売特約庖 135-1 8 5 8 
オフィスコンヒロユ タ販売

。対だ る ま 堂 金沢幸弘 ク 2-13-7 手口・洋裁小物毛糸小売 135-5 3 4 3 

(有)東 lr'- f麦 )Jl 西井伯夫 ク 3-7 -14 土木造園 134-8 724 

(有)千曲蔦双堂 篠田 一夫 ク 5-1 -14-505 扉風、美術品 135-8 3 8 2 

レインボ一造型企画附 前i事 能ヶ谷1598-232 映画等の大・小道具製作 34-4 7 0 4 

側アルパトロス 荒木忠之 広袴町567 印刷
35-4 3 7 0 
03-586-6687 

新日本技研工業附 鈴木昭夫 木曽IUTl21O-イー14-307 電子機器、機構設計 91-7 5 4 1 回路設計研究開発製作

備ショウェイオートサービス 渡辺義一 ろ， 1491 自動車販売 I 93-1 0 4 3 
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法 人 名 代表者名 所 在 I也 業 種 電 5吉

(有)日本トーリイ 和田 正次 木曽町1826-2 -205 鍋類卸 93-6 2 4 3 I 

側システムコーディネ 卜 藤見 守広 ク 606-19 コンピュータ関係の 92-7 6 4 7 
委託業務、その他

(有)太 t~ 図 岡田 栄一 山崎町1089-45 土木設計 93-3 6 2 7 

二邦 電子工業側 三校 邦男 イン 559-1 電子機器製造 93-1 1 6 7 

オリエ ントサーベイ(附 黒木 重責
忠、生 1-28-7 

環境アセス メント調査
第二深沢ハイツ201号

(布東 界 中目 互 老沼和夫 忠、生 2-31-14 貸金業 91-1 1 0 1 

(有)タ y クス町田 中山 徹男 。 3-1-6 自動車販売 92-7 5 7 7 

(同冨 田 商 事 冨田 一美 。 3-16-11 自動車販売、損保代理 93-1 1 3 5 

守 蝶附 守屋 孝雄 。 3-17-2 イン テリア、文具、書籍 93-2 3 2 1 

(槻ワーナーグレイ 山口 恵子 ク 3-17-8 音楽教室

側ス タッ フル 橋本 51.. 矢部町2544 自動車部品販売 93-1 2 2 2 

側渋 谷 漬 物 食品 渋谷 三郎 図師町575-9 漬物、佃煮、豆腐製造 93-0 3 7 2 

(有)八 木 電 Aヌn八木武二 中目原/UTl294-2 電気機具設備工事 73-2 8 9 1 

(却三 陽 土 士也 林 宏行 。 1805-3 不動産売買 73-9 5 5 0 

(有)岸 里 岸里 亜古 小山町3203 建築工事 71-7715 

企業組合
大谷喜代志 下小山田町3160 建物の清掃警備 97-0 8 3 6 エム ・アール・シーサービス

青年部会町田署と親善ソフトボール試合を実施

青年部会では 4月9日大正海上火災保険町田営

業所の御協力をT頁き同社玉川総合グランドにおい

て町田税務署と親善ソフトボール試合を実施いた

しました。署長、副署長、法人税部門統jlj書官殿が

スタ テイングメンバーとして登場した署に対し

若手でスター卜した部会が前半大量のリードを奪

*****編 集

今年は近年になく、航暑の 日が続いたのもつか

の問、台風五号の襲来で、各地に多大の被害がも

たらされましたが、躍災された方々には、心から

お見舞申し上げます。

残暑の中、会員の皆様にはお変りなく、企業経

営にご奮斗のことと拝察致します。 会幸I~ の発行、

遅くなりましたが、初秋号をお送り致 します。

本号は当法人会の主な行事を中心に編集してみ

ました。会活動も、会員の皆様のご理解あるご支

い、後半署側の挽烈な追い上げにあい最終回一打

逆転のスリリングな場面が展開されました。親善

とはいえ手に汗を握る好試合を展開 し平素の仕事

を忘れ一投一打に全力を傾注いたしました。

スコアー 町田税務署14-15 青年部会

後 記*****

援のお蔭にて、順調な事業活動を続けております。

@初級実務簿記講習会も 、好評裡に二回終了いた

しました。九月からは、中級実務簿記の講座を計

/1[/実施す る予定ですので、企業経営に役立てるべ

く、奮ってご参加下さい。

なお、会報へのご寄稿記事、或いは編集につい

てのご希望等ございましたら、法人会事務局まで

ご連絡下さい。

(広報委員会)
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